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C2:データからISBNやタイトル、作者名などの分類ができる
C4:大量のデータ処理を配列を使って条件に合致したデータ抽出すること

で問題を解決しようとする。
C5:プログラムの改良やデバッグをすることができる。
C6:データの抽出により、どの本が多い、どの著者が多いなどデータの整

理や分析ができる。

・表の形式になっていることを実感する
・配布された学校の蔵書データで実際のデータベースの構造を知

る(Excelデータ)
・Excelマクロを実行し、動作を確認させる。
・マクロを表示し、コードの大まかな処理の流れを理解させる。
・２次元配列の処理について理解させる。

・演習１では発行年を表示データから外すことでListBoxの表
示方法について理解させる。

・演習２では検索項目の変更させることで２次元配列について
の理解を確認する。

・表計算ソフトの動作と比較させることによりプログラムをつ
くることのメリットについて考えさせる。

２学年・情報Ⅰ・データベースの
構造とその理解

２学年・情報Ⅰ・データベースの構造とその理解

・Excelデータ（蔵書データ入りのサンプルプ
ログラム）を準備し生徒のPCで開かせる。

・１列目から項番、図書記号、ISBN、書名、作
者名、発行年、出版社の順で１行ごとにまと
まっており、表のようになっていることに気
づかせる。

・電話帳や年表などがある。
・インターネットで調べさせても良い。
・人間にとっての情報処理に適した情報の構造

化と、コンピュータとの違いについて気づか
せる。

・表示内容や検索方法などを考えさせる。
・ListBox表示ではサンプルプログラムで５列

にしてある。それを４列にし、それに対する
列幅を指定していることに気づかせる。

・２次元配列はa行目のb列目の値を配列名( a, 
b )で表している。データベースのプログラム
以外でも使われることが多いのでしっかり理
解させる。

・インターネットの検索エンジンは世界中の大
規模ネットワークでデータベースを応用した
ものと気づかせる。

・今回使用したデータは人が入力するが、イン
ターネットの検索では、サイトのデータをク
ロールして収集するプログラムが用いられ自
動的にデータが更新される仕組みであること
を説明する。

1．考えてみよう

２．やってみよう

３．考えてみよう

データベースの構造を理解しよう

検索項目を変えてみよう

データ検索・絞り込みを、プログラムで行うの
と、表計算ソフトのフィルタ機能で行うのとで
は、それぞれどんな特徴があるか考えてみよう

・データベースで処理ができるデータ構造について、人間の処理のしやすさと対比させて理解することができる。（知識及び技能）
・UIにリストボックスを用いたプログラムを書くことができる。（知識及び技能）
・学校に存在する蔵書データベースに蔵書検索プログラムとリストボックスによる検索アルゴリズムを組み込む方法を考えること

ができる。（思考力、判断力、表現力等）
・利用目的に則してサンプルの蔵書検索プログラムをカスタマイズできる。（思考力、判断力、表現力等）
　注）マクロを使ったフォームの作成やループ、２次元配列は学習済みと仮定している。

準備物・留意点等

活用できる教科や学習活動

学習活動

情報活用能力としてのねらい

高校モデル指導案：Excel VBAで検索プログラムをつくってみよう プログラミング
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    Dim myData, myData2()  

        ReDim myData2(1 To lastRow, 1 To 5) 

            cn = cn + 1
            myData2(cn, 1) = myData(i, 2)

            myData2(cn, 3) = myData(i, 5)

        .ColumnCount = 5

End Sub
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------

    Dim myData, myData2()

    ReDim myData2(1 To lastRow, 1 To 5) 

        myData2(i, 1) = myData(i, 2)

        myData2(i, 3) = myData(i, 5)

        .ColumnCount = 5
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演習1

演習2

入力枠(上)　TextBox1

入力枠(下)  TextBox2

リスト表示枠　ListBox1

このプログラムの基本機能

　������������������������������B���名���名������������表
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VBA フォーム (見本 )
フォーム名  UserForm 検索開始　CommandButton1

・プログラムは応用することでより便利なものがつくれるようにな
るなどプログラム作成に興味を持たせたい。
・メリットとデメリットもあわせて考えさせる。

ListBox1の表示列が４列となるので、21行目と44行目が
.ColumnCount = 5 を .ColumnCount = 4　
22行目と45行目が
.ColumnWidths=”50;300;170;30;30”　を
.ColumnWidths=”50;300;170;30” に変更する。

検索項目の変更になるので、11行目が
　myData( i , 4) を myData( i , 7) に変更し
　myData( i , 5) を myData( i , 6) に変更する。

　インターネットで検索しない日はありませんよね。あまり意識することがありませんが、その後ろには膨大なデータベ
ースがあり、それを効率的に処理するプログラムが動いています。実際のデータベース論を学習する前に、データの構造
とその基本的な処理を学ぶ意義は大きいです。今回は図書の蔵書検索のプログラムを題材にすることで、表計算ソフトで
のデータ処理というレベルに留まらず、より使いやすく効率的に扱うようにするには、やはりプログラムを作ると良い
ね、ということを生徒にも感じて欲しいと思います。

アドバイザーのコメント

・プログラムは作成に時間がかかるが、簡単な操作で複
雑な処理も行うことができる。
・表計算のフィルタ機能ではプログラムを組まなくても
手軽に結果を得られるが、毎回操作することの煩雑さや
操作ミスの可能性があり、複雑な条件を指定する事が難
しい。

蔵書データが用意できない場合は下記のデータをご利用ください。
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1XHUT5L9tpPKFzN_bwS8AzjrjoI8c1lTf/edit?usp=sharing&ouid=113949180190079357693&rtpof=true&sd=true

フォームのCommandButton1を押したときの処理を表している。

変数名をLastRowとして整数を指定している。

２つの配列名をmyData , myData2()としている。

Sheet1のデータ最終行の値を検索してLastRowに代入している。

Sheet1の１行目１列の値から最終行の７列までの値を２次元配列と
してmyDataに収納している

列は５列とする。
各列の列幅を50,300,170,30,30とする。
LIstBox1の表示データはmyData2のデータを使う。

上記のデータ収納の働きと同じであるが、EXCELマクロ起動時に検
索前の全データをListBoxで表示させるように初期値として設定し
てある。

myDataの１行目を表すLBound(myData)から最終行を表す
UBound(myData)までの値のうちTextBox1、TextBox2の条件に当
てはまる4,5列目の値を検索し、2,4,5,6,7列目の値をmyData2の
1,2,3,4,5列目にカウンターの値(cn)を増やしながら繰り返し収納し
ている。

myData2の要素数を変更するためReDimを使用している。


